
登壇者：

大学、企業（一般企業・特例子会社）、就労支援機関等

（計6機関を予定）

～ 顔の見えるネットワーク構築 ～

NPO 法⼈ジョブコーチ・ネットワーク
東京ロータリークラブ・チャレンジ110
みんないきいきプロジェクト

第3回企業内ジョブコーチ交流セミナー

登壇者：

○○○○氏
○○○○

○○○○氏
MS&ADアビリティワークス（株）

障害のある学生の
就職への移行を支援する！

日 時：令和８年５月１３日（水）
１３：００～１７：００（会場受付開始１２：３０）

会 場：AP市ヶ谷 Dルーム

東京都千代田区五番町1-10 5階



SCHEDULE

• 13:00～13:10 開会の挨拶 小川浩（大妻女子大学）

• 13:10～14:25 第一部：登壇者プレゼン

高橋有子（住商ウェルサポート株式会社）

八重樫祐子（株式会社LIXIL Advanced Showroom）

石川千佳子（中央大学法学部）

鈴木祥大（一橋大学）

高橋亜希子、小川健（株式会社エンカレッジ）

• 14:25～15:25 意見交換

• 15:25～15:40 休憩・レイアウト変更

• 15:40～16:50 第二部：交流セッション

• 16:50～17:00 閉会の挨拶 尾関竜太郎

（東京ロータリークラブチャレンジ110委員長）
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20260513
企業内ジョブコーチ交流セミナー
～障害のあR学生の就職への移行を支援する!顔の見えるネットワークの構築～

疾患や発達の特性を持つ大学生の自己理解と
キャリア形成につながる伴走型支援
～事例を通して～

中央大学法学部キャンパスソーシャルワーカー（CSW)

石川千佳子

（公認心理師・精神保健福祉士）

自己紹介

石川 千佳子（いしかわ ちかこ）
中央大学法学部 キャンパスソーシャルワーカー

・小規模作業所
・精神科病院
（カウンセリング・集団療法・精神鑑定・児童思春期外来担当）
・うつ病専門リワークデイケア
・外部EAP専門機関
（社員のカウンセリング、マネジメントコンサルテーション、研修講師）

＊2017年より現職
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本日の内容

１当大学における障害学生の仕組み
２中央大学の障害学生支援の体制とCSWの業務内容
３支援の実際（学修面・生活面・キャリア）
４事例（個別事例・企業連携）
５まとめ

中央大学概要
・学生数 約3万人 10学部
・キャンパス:多摩キャンパス、後楽園キャンパス、茗荷谷キャンパス、

市ヶ谷キャンパス
・法学部:学生数 5697人（法律学科、政治学科、国際企業法関連学科）
・各学部にCSWが配置されている。事務室に席を置いている
【CSW連絡会の設置】

学事・社会連携課、キャリアセンター、ダイバーシティーセンター
学生相談課、保健センター、国際センター

*障害学生担当部署・各学部の担当職員・CSWで構成されており、定期的な
連絡会を開催している。

【障害学生支援に携わる支援者の勉強会の実施】
支援活動について情報の共有及び専門的知見からの検討を行う
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CSWの業務内容
①学修に困難を抱える学生への支援
②支援案の提案
③合理的配慮願いの作成
④支援の見守り、支援の調整の実施
⑤学生相談室との連携
⑥学生のカウンセリング（キャリアカウンセリングを含む）
⑦学外資源との連携
・医療機関、就労移行支援事業所、障害者センター、企業等
⑧啓発活動

18



支援の実際（学習面・生活面・キャリア）

学修に困難を抱える学生への支援①

【疾患や特性のある学生が大学で直面する困難】

・【課題・実行】
・レポート作成に時間がかかる
・複数の課題の同時進行が難しい
・締め切りに間に合わない（忘れる）

【参加・表現】
・大教室で集中しづらい
・発表やグループ活動が難しい

＊やり方がわからない＝学習の停滞
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学修に困難を抱える学生への支援②

【疾患や特性のある学生が大学で直面する困難】

【情報の受け取り】
・メールやWEB中心の情報を把握しにくい
・重要な情報を見落としやすい

【学修の進め方】
・履修方法がわからない
・どこが重要か判断しにくい
・勉強の進め方が分からない

＊努力不足ではなく「プロセスを把握することに困難さがある」

相談から見えてくるつまづき

・主な相談:通学困難・成績不振・抑うつ
・背景:不適応＋発達特性の可能性
・要因:大学で自己管理負担↑・環境の複雑化
・影響:自信喪失 自己肯定感の低下 二次的メンタル不調

＊支援のポイント＊

環境調整＋特性理解（時間をかけた支援）＋生活・学修のリズム作り
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疾患や発達の特性のある学生の就職活動の課題

メンタル面の課題

自己肯定感の低さと就活

・大学で特性と向き合う経験
・挫折と葛藤の積み重ね
・自信のないまま就職活動

【自己理解の不足】
＊自分の強みや適性がわからない
＊合う環境を想像できない
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学業との両立

学修と就活のバランス

 単位を多く残している学生が多い
 授業・課題・試験との両立が困難
 就活に十分な時間を割けない

＊ 時間的・精神的負担が大きい

経験不足の課題

社会経験・対人経験の不足

 留年している学生が多い
 友人関係や集団経験が少ない
 働くイメージが持ちにくい

＊ 就職後の不安につながる

特性や疾患がある中で大学でクリアした課題とは?

（必須項目）
・自己管理能力を上げる（健康管理、生活管理等）
⇒自己保健義務
・特性を理解する（受容できていなくてもよい）
・報告・連絡・相談の習慣が身につく
・基礎体力をつける

（努力する項目）
・対人スキルを身につける
・具体的な目標をたてることができ、行動することができる
・考え方や物事の見方を変えることができる
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事例A ADHD
■入学～学修面の課題
• サークル活動に没頭し、学修と両立できず成績不良
• 忘れやすさ・集中困難・抑うつ感 → 心療内科受診
• ADHDと診断、薬物療法開始

■困難の具体例
• 「試験を受けた」と報告するが、実際は未受験 → 単位喪失を繰り返す（3回）
• 保護者は「根性の問題・嘘」と捉え、関係が悪化

■背景要因
• 法律学への興味関心の低さ
• 授業理解・学習方法のつまずき
• 高校まで順調だったため、自己肯定感の低下

■支援内容（CSW）
• 教員と連携しミニ学習会を実施
• → 学び方のコツを獲得し、学修の土台を形成

事例A ADHD 進路支援と結果
■就職活動の経過
5年生秋:進路相談開始
一般就職を希望（障害受容が不十分）
就職エージェント・ハローワークを活用
CSWと面談を重ね、自己理解を整理

■転機
「12月までに内定がなければ障害者雇用へ切替」と本人が意思決定
→ 事前に障害者雇用エージェントと連携し準備

■結果
12月時点で内定なし
1月:秋学期試験に集中する
2月:障害者雇用での就活を開始し合同面接会で内定獲得
3月卒業 → 4月就職（現在も安定して勤務）
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個別対応から生まれた企業との接点と広がり

個別対応から始まった就職支援の成功事例

きっかけ（5年ほど前の話）
 大規模な会社説明会では、学生が就労イメージを持ちにくい
 障害者雇用は当時「中途採用のみ」で、新卒の前例がなかった
お願いと交渉
 CSWがB企業の障害者雇用窓口へ直接問い合わせ
 個別のオンライン会社説明会を依頼（ダメ元で依頼する）
 企業が柔軟に対応し、個別説明会が実現
 その後、学生を引率し企業見学を実施
結果
 見学をきっかけに就職につながった事例:2名
 新卒として初の採用を実現
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継続的な企業連携による就職支援の広がり

就職後の様子
 業務能力が高く、担当業務の幅を拡大
 勤怠も安定し、良好な就労継続（契約社員から正社員へ）
その後の経過
 毎年、希望者を募り⾧期休暇中に企業見学・説明会を実施
 追加で1名が入社
学生のメリット
 説明会で卒業生が働く姿を見る機会を提供
 就職への不安軽減
 次の一歩（就職活動）への動機づけにつながる
まとめ
 個別アプローチが新たな採用機会を創出
 継続的な関係構築が就職支援の質を向上

まとめ

• 学生が困らないように先回りして支援をすることは原則としてしない
• 「共に悩む」関係性を紡ぐ
• 対話を重視し、時には特性を直面化する
• try＆errorを推奨。失敗を苦にしない
• 失敗経験や苦い経験後からの這い上がり⇒成功体験となる
• 学生を取り巻く支援者が連携・協同していること

「育つ」環境を整えるのがCSWの役割⇔調和的環境を作ること
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ご清聴ありがとうございました
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一橋大学における
就職支援の現状
一橋大学保健センター アクセシビリティ支援室

障害学生支援コーディネータ
鈴木祥大

自己紹介

 氏名:鈴木祥大(すずきよしひろ)
 所属:一橋大学保健センターアクセシビリティ支援室
 役職:障害学生支援コーディネータ(社会福祉士)

 経歴:大学卒業後、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用
支援機構(JEED)にて、障害者職業カウンセラーとして障害
者雇用の支援に従事。2022年より一橋大学の現職にて、障
害学生支援を担当。主に学生の修学支援を実施し、併せて
その延⾧線上にある就職支援にも携わる。
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一橋大学について

 学生数:約6200名
(学部約4300名、大学院約1900名)

 学部: 商学部、経済学部、法学部、社会学部、
ソーシャル・データサイエンス学部

 大学院:経営管理研究科、経済学研究科、
法学研究科、法科大学院、
社会学研究科、言語社会研究科、
国際・公共政策大学院
ソーシャル・データサイエンス研究科

 キャンパス
★国立キャンパス(国立市)

・千代田キャンパス(千代田区一ツ橋)

・小平国際キャンパス(小平市)

本学における支援体制
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障害学生支援(修学支援)
 修学支援とは
・定期面談(履修相談/タスク管理 等)

・合理的配慮の調整
・学内のバリアフリー推進 等
生活リズムの立て直し、自己対処への気づき・習得を目指す

 近年増えている支援ニーズ
・発達/精神障害の増加 現在利用者の約9割を占める
・留年回避の相談 進級・卒業を目指すので精一杯
・グレーゾーンの学生の増加 自己理解に時間を要する、相談窓口が少ない
※明確な診断はないが、特性により修学・就職活動に困難を抱える学生

安定した学生生活への地盤作りの途中で卒業…

グレーゾーンの学生へのアプローチ
 経路
①定期健康診断の問診
②保健センター等での相談/カウンセリング

 成績不良や就職活動で顕在化しやすい困難
・自己管理(生活リズムの乱れ)

・マルチタスクへの対応
・対人コミュニケーション(就活の面接やGDを含む)

・スケジュール管理 等

 サポートの手段
・保健センターとの連携(多職種連携)

・一般職業適性検査(GATB)の活用 等

進路選択や就活は共通する悩みの種
≒他の角度よりも継続相談に繋がりやすい

潜在的ニーズはまだまだ
あるのでは?
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困り感の具体化

障害学生支援(就職支援)

オープン/クローズの検討

希望条件および応募求人の検討

ナビゲーションブック(自己紹介状)の作成

情報提供資料の作成

支援機関(ハローワーク/JC等)・企業との連携
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情報提供資料

学生生活は就労アセスメント情報の宝庫

•希望する働き方/条件

•アルバイト/インターンでの
様子

•パソコンスキルや職務上の
強み

•思考の特徴

•ストレス耐性/対処方法

•通院や服薬の状況

•コミュニケーションの特徴

•生活リズムなどの日常生活
の遂行能力

•ハード面/ソフト面の環境へ
の適応について

•感覚過敏

•怪我や持病による活動
制限の有無

身体面 社会面

職業面心理面

ナビゲーションブック

ナビゲーションブック(自己紹介状)
 ナビゲーションブックとは
・自身の特性（得意/不得意）、医療情報、必要とする配慮事項、ストレスサインと
対処法（セルフケア）等を具体的に記載。
・概ねA4紙１枚程度。履歴書と一緒に提出する場合が多い。
 目的
・作成過程における、自己理解の促進。
・企業や支援機関との円滑な連携への準備。

セルフアドボカシー(＝自分に必要なサポートを伝える力)の向上

従来の「修学支援」
合理的配慮の調整、履修相談、タ
スク管理。
安定した学生生活の地盤作り。

「就職」へのバトン
「なんとか卒業できた」だけで終
わらせない。その先にある社会で
の自立へ必要となる適切なアセス
メント情報を繋ぐ。

ナビゲー
ション
ブック
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企業や支援機関の皆様と考えていきたいこと
情報交換

①どんな情報を共有できると良いのか
(心の声)立場や段階によって、必要となる情報に濃淡がある。提供できる情報も書こうと思えば際限がない…皆が
使いやすい様式とか作成出来たらいいのにな。

②インターンやイベント(見学会、説明会)の内容/時期
(心の声)正直、進級/卒業を目指すので精一杯な学生が多くて、就活も並行してとなると体調を崩してしまう学生が
少なくない。ちょうどいい感じの調整はできないだろうか。

③連携のタイミング
(心の声)内定が決まってから、企業とのやり取りがあまりなく内定式後から支援スタートとなるより、なるべく早
い段階で情報共有や支援機関の利用開始ができるようにしたい。大学側は、卒業以降に学生と関わることが難しい。

ご清聴ありがとうございました。
今後とも何卒よろしくお願いいたします。
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ジョブコーチネットワーク
交流会資料

株式会社エンカレッジ

株式会社

エンカレッジ

2

在学中 卒業後 就職
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障害学生はここ7年で約1.86倍に急増している

→障害者が増加したのではなく、
適切な支援があれば高等教育を受けられる学生が顕在化した

障害学生の推移

27卒向けは346社※

求人掲載企業数が昨年比+50.3% 市場としては急拡大

26卒→27卒求人掲載企業数の変化

WEB上で公開されている情報からの独自調査と、
弊社内求人データより
※重複なし、特例子会社社含む
※2026年4月7日時点のデータに基づく
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面談で聞いた障害学生の悩み①

声③声②声①声の種類

アルバイトやインターンシッ
プの経験が少ないので話せ
ることが無い・何を相談すれ
ばいいかわからない

配慮事項を「主治医の診断書
をそのまま書いた」「どんな
配慮が必要かわからない」と
整理できない・方法がわからな
い

「自己PRが書けない」「強
みが思いつかない」「いい
ことがない、嫌なことは思
い出せる」が最頻出

①自分整理に苦戦

「一般枠の方が給与が高
いから」と迷い、一般9割
・障害1割で受けている学
生も

「障害者雇用＝事務・ホッチ
キス止め・やりがいがない」
というネット情報を信じてい
る

「正社員になれないんじゃ
ないか」「キャリアが狭ま
るんじゃないか」という誤
解

②障害者雇用への怖さ

企業の「面談」が実質面
接だと知らず、無対策で
臨んで後悔する

「手帳申請中でもエントリー
できるとは知らなかった」と
いう学生が多数

「何社受ければいいか」「
エントリー数が多いのか少
ないのかわからない」③就活のやり方に困る

インターンシップ時期に
入院・体調悪化、参加で
きないまま本選考を迎え
るケースが複数

バイトをやめられない経済的
事情と、就活に集中できない
状況の板挟み

「就活のことを考えると体
が拒否反応を起こす」「求
人を見る気力が出ない」状
態での来談が多い

④体調と就活の両立

「キャリアセンターに障
害のことを話しにくい、
支援室に就活の具体的な
話をしにくい」

「障害者雇用を選ぶと決めて
からキャリアセンターに行か
なくなった」という学生が複
数

キャリアセンターと障害学
生支援室が別管轄で、どち
らも「専門外」になる部分
が生じる

⑤大学での相談

大学側の悩み（支援担当者アンケート）

大学の悩み ― 就活支援における課題（支援担当者アンケート n=26、複数回答）

件数課題項目グループ

19学生の自己理解・障害受容をどう進めるか学生の
自己理解支援 1手帳未取得の学生への支援

13学生に合う求人情報の不足

企業情報・機会の
不足

12障害者雇用に関する情報の不足

11インターンシップや体験先の確保

7企業側の受け入れ態勢への不安

7学内他部署・教員との連携学内連携・体制の
課題 1学業と就活の両立

大学支援担当者アンケートより
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企業側の悩み（採用担当者ヒアリングより）

企業の悩み ― 採用担当者ヒアリング・障害者雇用支援現場より整理

大項目グループ

障害者雇用ノウハウ不足での不安

雇用ノウハウ不足による
不安

精神・発達障害雇用ノウハウ不足での不安

大学生採用ノウハウがないことでの不安

待遇・ポジション確保

ポジション・待遇 ポジション創出

待遇が良いものを用意できない

定着時に支援がないので不安

受け入れ・定着体制
研修・受け入れ準備

自己理解不足学生の自己理解・
準備不足 障害受容不足

共通した困りの存在

企業大学学生

雇用ノウハウ不足による不安学生の自己理解支援①自分整理に苦戦

ポジティブ・待遇の創出企業情報・機会の不足②障害者雇用への怖さ

受け入れ・定着体制学内連携・体制の課題③就活のやり方に困る

学生の自己理解・準備不足④体調と就活の両立

⑤大学での相談

“自己理解”や“不安・不足”といった共通した困り
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2つのアプローチで狭間をつなぐ

プラス、まずは卒業に専念。それから、就職活動に取り組みたい方のために

支援機関として狭間にいるから実施していること

就労移行支援事業所
エンカレッジ

学生向けサービスの簡易比較表

② 働くチカラPROJECT① 家でも就活オンライン
弊社が運営をしながら企画に企業様が協力企業主催の各企画が告知される

場所
企業の
関わり

就業体験・自己理解を深める場所情報を得る・機会を知る場所目的

経験/自信不足情報不足解消

全学年・発達障害に特化全学年・全障害対象

体験型プログラム（対面想定）企業主催：各社様々

弊社主催：オンライン参加＋講
座・面談

形式

年数回・夏休み等に集中開催随時・常設型開催

支援者が学生に個別伴走弊社が企業と学生・大学の間を
仲介
※適宜スポットで伴走
※大学支援者と連携も

支援者
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「家でも就活オンライン」でできること 
2,000名+ 

登録学生数 

350大学 
参加大学数 

100回+ 
年間イベント開催 

完全無料 
登録・利用 

インターン検索・しごと体験 
・インターン＆キャリア情報検索 

就活イベント・セミナー 
・障害別の就活対策セミナー 

就活お役立ち情報 
・就活スキルアップコラム・動画が多数！ 

個別相談・求人紹介 
・求人情報検索 

全障害に対応！手帳・診断なしでも利用OK！ 

・「オンラインしごと体験」 ・内定者、障害者雇用で働く先輩の話 

・先輩の就活体験談 ・求人のご紹介(就活エージェント) 

• 情報不足・機会不足に対して「座学・知識」と「体験・相談」の2つの切り口で機会を提供。学

生が準備の階段を登れるようにし、“障害理解・企業理解”等の醸成を図る

（参考）家でも就活オンラインの考え方と実施していること
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発達障害のある学生対象の就労準備プログラム

興味のあるところから、参加しやすく（無料）

働くチカラPROJECTの概要

C

対 象

・発達障害のある大学生/院生/短大生/専門学校生
・既卒生の方も参加可能です!

※学年・診断の有無は問いません。
※ご家族、大学の支援者の見学・同行も大歓迎!

 コミュニケーションに不安がある…
 働くイメージが持てない…
 就職活動に向けて、何をすべきか知りたい
 自分の強みや得意を知りたい
 自分にどんな仕事が合うのかわからない…

こんな悩みのある学生さんにオススメ

プログラム

・会社訪問ツアー
∟働く先輩の先輩の話、業務体験、企業理解

・就活ゼミ
∟気になるポイントに沿ったテーマ設定

・キャリア育成支援型 インターンシップ
∟特性理解と仕事体験が目的

・ゆるっと就活相談タイム

ねらい

・自分にあった就活の進め方、働き方を知る

・障害者雇用のリアルな情報と正しい理解

・就活テクニックの伝授ではなく、働く土台つく
りが重要というメッセージ

・就活を伴走してくれるのが就労移行支援事業所
なんだと知ってもらうこと（入り口）

学生

enc

事例１ ミカさん
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働くチカラに参加し、焦らずに就活
をしよう、支援者と相談しながら進
められる方がいい！と気づいた事例。

エンカレッジ・主治医・家族と相談
できることで、悩みやストレスを早
めに解決！

・就職先：住宅設備メーカー
・職種 ：本社事務業務
・雇用形態：契約社員
・障害種別：ASD
・特性/困り：状況に合わせた柔軟な思
考の変換、マルチタスクが苦手。環境へ
の順応に時間がかかる、悩みや困りを抱
え込み体調を崩しやすい。

働くチカラPROJECTに参加し、自分に合った就職活動の
方法を知り、焦らずに就活しようと決意。

働くことに自信がないためしっかり準備をしたい、伴走者
がいて欲しいという希望から、就労移行支援の利用を決め
る。4年生の10月～利用開始。

卒業までの半年間は、環境に慣れる、働く体力の確認、特
性理解を目標に。
面談の場面でエンカレッジの活動を振り返り、こまめに相
談する機会をつくる（主治医とも連携）

大学卒業後から体験実習開始。5社の体験実習を経験しつ
つ、自分に合った環境・業務内容・配慮事項を整理をする。
6社目の実習（採用前提）で、自分に合った職場だと感じ、
内定を得て入社。

通院先からの紹介で、大学３年春休み・4年の夏休みと働
くチカラPROJECTに参加。
（しごと体験、就活ゼミ等）
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就労移行支援を利用して、じっくり
就活に取り組んだ事例。

体験実習の経験から、本人の得意、
苦手を整理し、強みとなる業務選び
をサポート！

4年生の夏休みにエンカレッジ働くチカラPROJECTに参
加（しごと体験）。公務員の説明会などには参加していた
が、卒業単位も危ぶまれたため卒業を優先することに。

卒業後、周囲からの勧めで複数の就労移行支援事業所を見
学。その中で馴染みのあったエンカレッジに利用を希望。

これまでアルバイトの経験もなく、自分が何ができて何が
苦手かがよくわからない状態。当初、大学が地理学科だっ
たため、地理や地図を見る仕事がいいと言っていた。

・就職先：大手エネルギー会社
・職種 ：事務補助業務
・雇用形態：契約社員
・障害種別：ASD
・特性/困り：わからないことや不明点
の相談ができず、自己発信が乏しい。
複雑な状況や高度な言語的なやりとりが
難しく、会話がかみ合わないこともある。
理解・表現ともに苦手さがある。 エンカレッジで、手順書の見方、業務中に必要なコミュニケー

ションについて取り組む。
本人がやってみたいと希望があった事務、物流、バック
ヤードでの体験実習を6社経験。実習経験から、生産性と
速度が求められる物流は、自分に合っていないと気付く。

一定自分のペースで進められ、繰り返し行うことで速度も
あがっていくことから事務補助系での業務で働くことの軸
を定める。現在働く会社で体験実習⇒雇用前実習⇒最終面
接で内定を得て、入社。

事例２ コウスケさん

ご連絡先情報

株式会社エンカレッジ

エンカレッジ早稲田・関内（働くチカラPJ） 担当：高橋

T E L ： 045-315-3351

M a i l ： a k i k o t@ e n - c . j p

キャリア雇用デザイン事業部 担当：小川

T E L ： 080-4120-6873

M a i l ： enchrservice@en-c.jp

W EB ：

https://en-c.jp/com/ （企業向けサイト）

https://en-c.jp/ （コーポレートサイト）
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「東京ロータリークラブ みんないきいきプロジェクト」

第３回 企業内ジョブコーチ交流セミナー

日 時：2026年５月１３日（水）
会 場：AP市ヶ谷 Dルーム

東京都千代田区五番町1-10 5階
主 催：NPO法人ジョブコーチ・ネットワーク
協 賛：東京ロータリークラブ

全国ジョブコーチ連絡協議会

非売品・禁複製

参加者アンケートのお願い

ＱＲコードからアンケートのご入力お願いします。




